
♂．

・
万
ny

・

N

1

’
’

．

甲

、 講

ば

r

「

←

、

　：

華
巳

t
9
蕎
籔
錘

．．

＝＝

蓑

’

◎

di1

ぷ

r；　l
A　　

’

・
’
、

一．．

一P－一

ピ

！

∋



井
上
円
了
の
学
理
思
想

東
汀
大
学
月
ー
円
．
ー
研
究
会
第
一
部
会

清
水

乞

編
著



目
　
次

井
上
円
了
の
学
理
思
想

刊
行
に
あ
た
っ
て

・
・
西

義
　
　
雄
－

、
哲
学

三

学
祖
の
建
学
精
神
た
る
真
如
観
と
妖
怪
学

　
　
井
ヒ
円
．
」
の
哲
学
理
想

…
西

義
　
　
雄
：
　
五

井
上
円
了
の
「
大
乗
哲
学
』

　
　
富
永
仲
基
＝
出
定
後
語
』
再
考

：
大
　
鹿
　
実
　
秋
…
ロ



井
上
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
　
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
：
　
　
　
…
…
菅
　
　
沼

　
1
　
一
．
外
道
哲
学
＝
を
中
心
に

初
期
著
作
に
み
ら
れ
る
井
上
円
了
の
東
・
西
哲
学
の
対
比
…
　
　
　
　
　
　
…
…
清
　
　
水

二
、
宗
教
・
倫
理
・
心
理
・
教
育
…
…
…
：
…
…
…
・
：
…
：
…
　
　
…
…

明
治
時
代
に
お
け
る
井
上
学
祖
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
…
：
伊
　
東
　
一

井
上
円
了
に
お
け
る
初
期
倫
理
思
想
　
…
－
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
河
　
　
波

　
　
一
．
．
倫
理
摘
要
＝
を
め
ー
っ
て
　
‘
‘

倫
理
学
を
中
心
に
し
て
　
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
；
　
　
　
　
　
　
…
…
石
　
岡
　
信

　
ー
倫
理
通
論
と
日
本
倫
理
学
案
か
ら
み
た
円
了
の
倫
理
学
ー

日
日

夫 乞 晃

L L．L［

E］i E 七



井
上
円
了
の
宗
教
学

－
高
木
き
よ
子
…
二
二

井
上
円
了
の
心
理
学
の
業
績

：
恩
　
田

彰
…
三
三

井
上
円
了
の
教
育
観

：
祖
父
江
章
子
：
⊥
吾

三
、
民
俗

三

学
祖
の
学
問
と
民
俗
学

：
大
　
島
　
建
　
彦
…
三
三

井
上
円
了
の
霊
魂
不
滅
論

：
金
　
岡
　
照
　
光
…
．
R

ン
チ
［
子
ヒ
の
対
比
に
お
い
て



修
験
道
を
中
心
と
し
た
学
祖
の
学
理
思
想

「
哲
学
堂
図
書
』
怪
談
草
紙
部
解
題
稿
－

あ
と
が
き

井
上
円
了
の
国
語
国
字
観
　
…
…
：

　
1
　
　
＝
漢
字
不
可
廃
論
」
を
め
く
っ
て
ー
‘

随
筆
に
現
れ
た
る
井
上
円
了
の
思
想

四
、

の
他

『
妖
怪
百
談

に
見
ら
れ
る
不
思
議
庵
主
井
上
円
了
の
啓
蒙
活
動
に
つ
い
て

清　塚　中　河　森
水田 山　村
　　　　　章晃　清　孝
乞　信　田　照　司

呉巽三皇三曇

川

崎

チ

コ



「
井
上
円
了
の
学
理
思
想
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

西

義
　
雄

　
東
洋
大
学
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
重
要
な
一
環
と
し
て
「
学
祖
井
上
円
了
学
術
総
合
研
究
」
の
企
画
が
昭
和
五
十
三
年
か
ら
始

め
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
は
東
洋
大
学
現
任
の
教
師
研
究
員
等
を
主
と
し
、
三
部
会
に
分
か
れ
て
実
行
さ
れ
て
来
た
。
即
ち
第
一
部
会

は
「
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
研
究
」
、
第
二
部
会
は
「
井
上
円
了
と
西
洋
思
想
の
研
究
」
、
第
三
部
会
は
「
井
上
円
了
の
著
作
全
集

の
解
明
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
図
ら
ず
も
筆
者
が
こ
の
学
術
総
合
研
究
の
総
括
責
任
者
と
な
る
よ
う
に
と
、
大
学
当
局
か
ら
の
要

請
に
あ
っ
た
。
実
は
已
に
二
十
数
年
前
、
　
「
大
学
附
置
東
洋
学
研
究
所
」
の
建
設
と
同
時
に
、
　
「
学
祖
円
了
研
究
室
」
の
併
置
を
も

求
め
た
と
い
う
因
縁
も
あ
り
、
そ
の
上
、
第
一
部
会
の
研
究
員
に
も
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
無
力
な
こ
と
は
充
分
承
知
し
な
が
ら
、

各
部
会
の
研
究
発
表
会
な
ど
に
も
、
時
々
出
席
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
去
年
末
に
な
っ
て
、
以
上
の
三
部
会
の
研
究

諸
士
の
異
常
な
努
力
が
実
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
、
立
派
な
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
の
報
告
と
共
に
神
作
学
長
か
ら
、
当
の

学
術
総
合
研
究
総
括
責
任
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
成
果
刊
行
の
「
は
し
が
き
」
を
書
く
よ
う
に
促
が
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
以
下
、

措
辞
を
列
ね
る
。

　
さ
て
こ
の
第
一
部
会
の
使
命
は
、
前
述
の
ご
と
く
「
井
上
円
了
の
学
理
思
想
」
の
研
究
で
あ
る
が
、
「
学
理
思
想
の
研
究
」
と
は

「
学
問
上
の
理
論
の
研
究
」
の
義
と
見
、
こ
れ
を
円
了
自
身
の
用
語
で
い
え
ば
、
正
に
彼
が
重
視
し
た
「
哲
学
」
思
想
の
研
究
に
あ

た
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
の
哲
学
館
開
設
趣
旨
の
最
初
に
、
　
「
そ
れ
哲
学
は
、
百
般
の
事
物
に
就
い
て
其
の
原
則
を
定
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
た

学
問
に
し
て
、
上
は
政
治
・
経
済
諸
学
よ
り
下
は
理
工
学
に
及
び
、
皆
其
の
原
理
原
則
を
斯
の
哲
学
よ
り
資
ら
さ
ざ
る
も
の
な
し
。

…
…
即
ち
哲
学
は
万
学
を
総
轄
す
る
学
と
称
す
べ
き
も
の
」
と
言
い
、
更
に
「
哲
学
要
領
」
中
に
は
、
　
「
哲
学
は
一
切
の
思
想
の
法

1



則
、
万
物
の
原
理
を
究
明
す
る
学
に
し
て
、
広
義
に
言
え
ば
、
諸
の
学
問
の
中
、
一
と
し
て
哲
学
で
な
い
も
の
は
な
い
」
と
言
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
今
日
一
般
に
「
哲
学
」
と
言
え
ば
、
諸
大
学
の
学
科
組
織
の
上
か
ら
見
る
と
、
多
学
部
中
の
一
な
る

文
学
部
に
属
し
、
そ
の
文
学
部
の
多
学
科
中
の
単
な
る
一
学
科
と
し
て
の
「
哲
学
」
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
し
か

る
に
こ
の
第
一
部
会
の
「
円
了
の
学
理
思
想
の
研
究
」
成
果
と
し
て
呈
出
さ
れ
た
報
告
に
は
、
以
下
の
ご
と
く
四
項
目
に
亘
っ
て
の

研
究
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
円
了
の
O
哲
学
、
⇔
宗
教
、
倫
理
、
心
理
、
教
育
、
日
民
俗
、
四
そ
の
他
（
国
語
等
）
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
四
、
五
名
の
研
究
者
の
報
告
が
呈
出
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
研
究
報
告
を
一
見
し
て
、
こ
れ
は
円
了
の
学
理
と
す
る
「
哲
理
」
思
想
の
み
の
研
究
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
人

も
あ
る
い
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
円
了
の
「
哲
学
」
観
は
、
前
に
彼
の
用
語
と
し
て
引
用
し
た
ご
と
く
、
一
切
思
想
の
法

則
原
理
の
究
明
で
あ
り
、
一
切
の
学
問
思
想
の
根
源
学
理
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
し
か
も
そ
の
根
源
的
立
場
と
は
、
当

時
の
世
界
哲
学
史
上
に
お
い
て
も
未
曽
見
な
る
中
正
完
備
な
「
哲
学
理
想
」
即
ち
「
物
心
不
二
一
体
」
な
る
「
真
如
」
観
に
基
づ
く

と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
真
如
を
本
体
と
す
る
こ
と
は
、
ま
た
、
現
象
を
も
示
す
こ
と
と
な
る
こ
と
、
恰
も
水
（
体
）
を
示

す
に
は
雲
霧
、
雨
雪
、
河
海
水
等
の
現
象
を
以
て
す
る
が
如
く
、
本
体
即
現
象
、
現
象
即
本
体
と
言
う
甚
深
な
哲
理
を
明
示
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
本
体
な
る
「
哲
学
理
想
」
（
即
ち
真
如
）
を
具
体
的
に
明
示
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
現
象
界
に
関

わ
る
諸
思
想
を
も
検
討
し
な
け
れ
ば
、
彼
の
「
哲
学
」
の
真
相
を
解
明
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
か
か
る
義
趣
を
考
慮
し
て
本
研
究

報
告
は
、
円
了
の
哲
学
、
宗
教
、
倫
理
、
心
理
等
の
四
項
目
に
亘
り
研
究
を
進
め
、
以
て
「
円
了
の
学
理
思
想
」
全
体
を
明
解
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
則
ち
第
一
部
会
研
究
委
員
の
苦
辛
の
計
画
の
成
果
と
し
て
、
読
者
の
通
読
を
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

i耕
繻
菶
ｹ
持
術
躍
。
柵
究
櫟
括
姪
任
㌔
）
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育
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四
、
そ
の
他
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あ
と
が
き

488

清
　
　
水

乞

　
創
立
百
周
年
を
前
に
し
て
、
昭
和
五
三
年
一
〇
月
、
東
洋
大
学
は
井
上
円
了
学
術
振
興
基
金
を
設
置
し
、
学
祖
の
思
想
研
究
を
奨

励
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
学
内
に
お
い
て
、
総
合
研
究
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
第
一
、
第
二
、
第
三
の
部
会
に
別
れ
て
、
各
々

の
問
題
意
識
の
も
と
に
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
本
論
文
集
は
こ
の
総
合
研
究
グ
ル
ー
プ
・
第
一
部
会
の
研
究
成
果
の
［
部
で
あ
る
。

長
年
に
わ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
を
助
成
し
、
こ
こ
に
、
そ
の
成
果
発
表
の
場
を
与
え
ら
れ
た
、
当
運
営
委
員
会
に
対
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
学
祖
が
成
長
し
、
活
躍
し
た
時
代
は
日
本
歴
史
を
通
じ
て
、
最
も
変
化
の
大
き
か
っ
た
時
代
の
一
つ
で
あ
り
、
一
方
、
昭
和
と
い

う
時
代
も
、
彼
の
時
代
に
劣
ら
ず
、
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
彼
此
両
時
代
を
対
比
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
彼
の
時
代
は
幕

藩
体
制
が
崩
壊
し
、
急
速
に
近
代
化
1
1
欧
米
化
が
捉
進
さ
れ
、
そ
の
要
請
に
応
じ
て
、
合
理
主
義
的
・
功
利
主
義
的
西
洋
思
想
が
導

入
さ
れ
、
こ
の
流
れ
の
中
で
近
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
確
立
さ
れ
て
ゆ
く
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
も
、
ま
た
、
敗
戦
と
い
う
未
曾
有
の
体

験
を
契
機
と
し
て
、
君
主
国
家
か
ら
、
民
・
王
国
家
へ
と
変
り
、
自
由
主
義
的
・
民
主
主
義
的
国
家
体
制
の
確
立
が
急
が
れ
た
。
そ
れ

に
伴
な
い
ア
メ
リ
カ
的
実
用
主
義
思
想
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
時
代
の
論
壇
的
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
峙
し
た
、
学
祖
の
哲

学
館
創
設
は
現
代
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
反
省
の
原
点
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
学
祖
の
生
涯
に
わ
た
る
著
書
・
論
文
な
ど
を
見
る
時
、
そ
の
多
量
・
多
様
さ
を
前
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
幻
惑
さ
れ
る
の
み
で
あ



パ
　フ‘

万

る
。
従
来
の
学
祖
に
対
す
る
評
価
の
多
様
性
も
、
こ
れ
に
原
因
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
学
祖
の
思
想
と
行
動
を
、
時
代
を
追

っ
て
、
通
観
し
て
み
る
に
、
西
洋
の
哲
学
的
原
理
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、
東
洋
、
特
に
、
日
本
思
想
の
大
系
を
確
立
し

た
時
期
。
次
い
で
、
そ
の
実
践
の
場
と
し
て
、
哲
学
館
及
び
哲
学
館
大
学
の
経
営
と
巡
講
を
専
ら
と
し
た
時
期
、
大
学
経
営
か
ら
退

き
、
修
身
教
会
を
中
心
と
し
た
社
会
教
化
活
動
の
時
期
。
以
上
の
三
期
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
哲
学
、

宗
教
、
倫
理
、
教
育
、
心
理
及
び
諸
般
に
わ
た
る
著
書
・
論
文
・
随
筆
が
発
表
さ
れ
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
幻
惑
さ
れ
る
の
も
の
が

残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
論
述
の
態
度
は
、
論
調
が
多
岐
に
わ
た
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
術
的
一
貫
性
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

一
つ
の
論
．
題
を
繰
り
返
し
論
じ
、
個
別
か
ら
融
合
へ
、
学
究
か
ら
啓
蒙
へ
と
い
う
点
が
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ

れ
わ
れ
は
こ
の
多
様
性
を
統
一
す
る
中
心
理
念
を
明
確
に
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
代
表
者
金
岡
照
光
教
授
の
下
に
、
本
論
文
集
の
タ

イ
ト
ル
で
あ
る
「
井
上
円
了
の
学
理
思
想
」
の
研
究
を
総
合
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
た
。

　
タ
イ
ト
ル
の
中
心
で
あ
る
「
学
理
」
と
い
う
術
語
が
抽
象
的
で
あ
っ
た
た
め
、
部
会
以
外
で
も
疑
問
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
の
術
語
の
概
念
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
は
、
本
論
文
集
の
性
格
ー
論
文
主
題
の
多
様
性
ー
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
＝
三
口
し
て
お
く
。

　
明
治
三
七
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
円
了
講
話
集
』
に
は
四
〇
篇
の
論
文
・
評
論
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
編
者
秋
山
悟
庵
は
、

そ
の
例
言
に
お
い
て
、
こ
れ
を
文
学
・
宗
教
・
倫
理
・
教
育
及
び
雑
部
と
い
う
よ
う
な
学
問
分
野
に
よ
っ
て
分
類
し
よ
う
と
し
た
が
、

各
篇
の
内
容
が
各
分
野
に
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
発
表
年
次
に
よ
っ
て
編
纂
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
二
〇
年
以
前
の
著
書
は
別
と
し
て
、
そ
の
後
の
学
祖
の
著
書
・
論
文
・
評
論
な
ど
の
特
徴
で
あ
り
、
こ

れ
が
思
想
・
行
動
の
基
調
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
、
本
論
文
集
に
お
い
て
も
、
一
応
の
分
類
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
論
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
9

の
素
材
と
な
る
対
象
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
目
的
と
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
論
文
が
多
い
。
特
に
『
妖
怪
学
講
義
』
を
対
象
と
し
た
　
4



論
文
を
一
括
し
た
点
は
考
慮
の
余
地
が
あ
る
が
、
こ
の
点
、
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
学
祖
は
「
哲
学
」
と
い
う
術
語
を
広
狭
両
義
に
、
自
由
に
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
広
義
に
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て

も
、
そ
の
根
底
に
は
「
思
想
の
法
則
、
事
物
の
原
理
を
究
明
す
る
学
」
と
い
う
哲
学
の
定
義
は
、
決
し
て
、
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

諸
学
の
基
礎
は
哲
学
に
あ
り
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
学
に
内
在
す
る
理
想
（
本
体
）
を
解
明
す
る
こ
と
が
学
祖
の
い
う
哲
学
で

あ
る
。
お
も
う
に
、
『
哲
学
新
案
』
を
著
す
動
機
を
、
学
祖
は
哲
学
が
微
視
的
に
な
り
、
本
来
の
在
り
方
を
失
な
い
つ
つ
あ
る
た
め

で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
急
速
に
論
壇
化
し
つ
つ
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
警
告
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
、
商
業
哲
学
、
工
業
哲
学
、
農
業
哲
学
、
医
術
哲
学
…
…
と
い
っ
た
、
彼
此
両
時
代
に
、
な
じ
ま
な
い
術
語
を
も
っ
て
、

学
祖
は
哲
学
を
拡
大
し
て
行
っ
た
。
こ
の
態
度
は
哲
学
の
実
践
と
い
え
る
。
河
波
昌
論
文
が
指
摘
す
る
如
く
、
こ
の
実
践
に
お
け
る

「
統
合
理
念
」
に
お
い
て
、
諸
学
説
は
そ
れ
に
お
い
て
成
立
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
統
合
理
念
」
は
学
祖
の
い
う
哲

学
理
想
、
つ
ま
り
「
哲
理
」
に
当
る
。
森
章
司
論
文
は
、
端
的
に
、
こ
の
哲
理
は
仏
教
の
い
う
真
理
で
あ
り
、
こ
れ
を
外
部
に
向
っ

て
個
別
に
開
示
す
る
の
は
「
智
恵
」
、
つ
ま
り
「
如
実
知
見
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ

れ
の
い
う
「
学
理
」
と
は
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
・
行
動
の
円
満
完
了
な
ら
し
め
て
い
る
本
体
、
西
義
難
論
文
の
基
調
と
な
っ
て
い

る
「
真
如
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
井
上
円
了
の
学
理
思
想
」
と
は
諸
学
に
内
在
す
る
哲
理
を
開
示
し
た
学
祖
の
智
恵
を
解
明
す
る

こ
と
、
と
い
い
換
え
ら
れ
る
。

　
第
一
部
会
に
お
い
て
は
、
学
祖
の
著
書
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
二
一
人
の
分
担
研
究
者
が
、
各
自
の
専
門
と
す

る
立
場
か
ら
、
一
冊
の
著
書
を
分
担
・
熟
読
し
、
先
に
述
べ
た
「
学
理
」
が
開
示
さ
れ
て
い
る
具
体
相
を
、
方
法
論
的
に
自
由
な
態

度
で
、
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
昭
和
五
五
年
十
月
、
中
間
報
告
と
し
て
、
小
冊
子
『
学
祖
井
上
円
了
の
学
理
思
想
研
究
』
（
五

〇
百
二
を
公
表
し
、
昭
和
五
六
年
九
月
を
限
度
と
し
て
、
三
年
間
の
研
究
成
果
を
各
分
担
研
究
者
が
最
終
的
に
報
告
し
、
第
一
期
の
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研
究
を
完
了
し
た
。
左
の
六
論
文
は
第
一
期
の
研
究
成
果
報
告
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　　レ”．v寸　　　　，1

　
金
岡
照
光
　
井
上
円
了
の
霊
魂
不
滅
論
ー
シ
ナ
学
と
の
対
比
に
お
い
て
ー

　
川
崎
ミ
チ
コ
　
『
妖
怪
百
談
』
に
見
ら
れ
る
不
思
議
庵
主
井
上
円
了
の
啓
蒙
活
動
に
つ
い
て

　
大
島
建
彦
学
祖
の
学
問
と
民
俗
学

　
河
波
昌
　
井
上
円
了
に
お
け
る
初
期
倫
理
思
想
ー
『
倫
理
摘
要
』
を
め
ぐ
っ
て
1

　
塚
田
晃
信
　
『
哲
学
堂
図
書
』
怪
談
草
紙
部
解
題
稿

　
大
鹿
実
秋
　
井
上
円
了
の
『
大
乗
哲
学
』
1
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
再
考
。

　
　
　
な
お
、
大
鹿
実
秋
数
授
は
昭
和
六
「
年
九
月
二
四
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は
先
生
の
最
後
の
論
文
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
，

　
　
続
稿
を
期
し
て
お
ら
れ
た
が
、
第
二
期
の
研
究
成
果
発
表
を
ま
た
ず
、
逝
去
さ
れ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
昭
和
五
八
年
よ
り
第
一
部
会
代
表
者
に
故
大
鹿
実
秋
教
授
が
就
か
れ
、
第
二
期
の
研
究
に
入
っ
た
。
第
二
期
に
お
い
て
は
、
第
一

期
の
「
学
理
思
想
」
の
研
究
成
果
を
踏
え
て
、
学
祖
の
思
想
に
対
す
る
「
今
日
的
・
將
来
的
意
義
」
に
つ
い
て
、
研
究
の
視
点
を
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
分
担
研
究
者
の
口
答
発
表
を
中
心
に
討
議
が
重
ね
ら
れ
た
。
昭
和

六
一
年
度
は
総
合
研
究
終
了
に
備
え
て
、
宗
教
学
部
門
に
高
木
き
よ
子
数
授
、
心
理
学
部
門
に
思
田
彰
教
授
を
分
担
研
究
者
に
迎
え
、

研
究
グ
ル
ー
プ
の
充
実
を
計
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
昭
和
六
一
年
九
月
、
部
会
代
表
者
大
鹿
実
秋
教
授
の
逝
去
に
よ
り
、
筆
者
が
部
会
代
表
者
と
な
り
、
わ
ず
か
ニ
カ
月
間
で
は
あ
っ

た
が
、
総
会
研
究
終
結
の
事
務
処
理
に
当
っ
た
。
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第
一
期
、
第
二
期
の
研
究
成
果
報
告
作
成
に
際
し
、
左
の
五
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



　
ω
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
基
礎
と
な
っ
た
東
西
思
想

　
②
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
体
系
と
特
徴

　
③
井
上
円
了
の
学
理
思
想
の
同
時
代
的
・
今
日
的
評
価

　
④
井
上
円
了
の
学
理
思
想
に
お
け
る
啓
蒙
的
（
社
会
的
）
立
場

　
励
通
仏
教
か
ら
み
た
井
上
円
了
の
仏
教
観
及
び
宗
教
観

分
担
研
究
の
課
題
に
よ
っ
て
、
右
の
五
点
に
軽
重
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
第
二
期
の
研
究
に
お
い
て
、
常
に
留
意
し

た
点
で
あ
っ
た
。

　
学
祖
は
、
主
に
、
明
治
二
〇
年
代
の
主
著
を
通
し
て
、
そ
の
基
本
的
哲
学
理
論
を
発
表
し
、
そ
の
後
は
、
専
ら
、
理
論
の
実
践
を

著
述
と
講
演
に
よ
っ
て
示
し
た
。
常
に
大
学
と
巡
講
を
通
し
て
、
各
階
層
の
人
々
に
接
し
、
そ
こ
か
ら
問
題
点
を
感
じ
と
り
、
そ
の

人
々
に
応
じ
て
、
時
に
は
高
踏
的
に
、
時
に
は
平
易
に
、
哲
理
を
示
し
た
。
そ
の
主
題
は
社
会
問
題
か
ら
日
常
身
辺
の
諸
問
題
に
及

び
、
多
岐
を
極
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
繰
り
返
し
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
常
識
的
で
あ
り
、
し
か
も
、
表
現
が
平

易
で
あ
る
た
め
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
は
看
過
さ
れ
勝
ち
な
重
要
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
『
妖
怪
学
講
義
』
は
こ
の
典
型

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
学
祖
の
学
理
が
具
現
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
本
論
文
集
で
は
民
俗
学
の
部
門
と
し
た
が
、
こ
れ
に
止

ま
ら
ず
、
哲
学
、
心
理
学
の
部
門
に
入
れ
た
論
文
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
故
な
し
と
し
な
い
。
こ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た

論
文
は
、
研
究
出
発
当
初
の
方
法
論
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
学
祖
の
著
書
の
解
説
に
多
く
を
当
て
て
い
る
が
、
民
俗
学
、

心
理
学
、
そ
の
他
の
部
門
で
は
、
学
理
の
具
体
相
か
ら
帰
納
的
考
察
さ
れ
た
論
文
も
多
い
。
し
か
し
、
第
一
部
門
の
研
究
目
的
が
達

成
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
諸
賢
の
批
判
に
委
ね
る
ほ
か
な
い
。

　
最
後
に
、
長
期
に
わ
あ
る
研
究
に
参
加
さ
れ
た
分
担
研
究
者
の
氏
名
を
掲
げ
て
、
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。
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パコ
↓
力

第
一
期
　
菅
沼
晃
　
清
水
乞
　
西
義
雄
　
金
岡
秀
友
　
大
鹿
実
秋
　
金
岡
照
光
　
田
村
晃
祐
　
河
波
昌
　
河
村
孝
照
　
石
岡
信
一

　
森
章
司
　
中
山
清
田
　
荒
井
貢
次
郎
　
大
島
建
彦
　
岩
佐
貫
三
　
伊
東
一
夫
　
塚
田
晃
信
　
近
藤
文
剛
　
祖
父
江
章
子
　
川
崎
ミ

　
チ
コ
　
里
道
徳
雄

第
二
期
　
菅
沼
晃
　
清
水
乞
　
西
義
雄
　
金
岡
秀
友
　
大
鹿
実
秋
　
里
道
徳
雄
　
田
村
晃
祐
　
河
村
孝
照
　
石
岡
信
一
　
森
章
司

　
荒
井
貢
次
郎
　
伊
東
一
夫
　
近
藤
文
剛
　
山
中
清
田
　
祖
父
江
章
子
　
高
木
き
よ
子
　
思
田
彰
　
　
　
　
　
（
以
上
、
順
不
同
）

　
な
お
、
こ
の
総
合
研
究
に
基
づ
く
成
果
が
左
の
著
書
・
論
文
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
の
た
め
に
列
挙
し
て
お
く
。

　
河
村
孝
照
　
「
井
上
円
了
の
妖
怪
学
と
仏
教
の
業
思
想
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
第
一
八
号
昭
和
五
九
年
三
月
　
東
洋
大
学
・
東
洋

　
　
　
　
　
　
学
研
究
所
）

　
岩
佐
貫
三
　
「
井
上
円
了
の
「
純
正
哲
学
」
研
究
覚
書
　
陰
陽
篇
（
そ
の
＝
」
（
『
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
　
五
号
　
昭
和

　
　
　
　
　
　
六
一
年
七
月
　
中
央
学
術
研
究
所
）

　
田
村
晃
祐
　
「
井
上
円
了
と
真
宗
」
（
『
井
上
円
了
研
究
』
6
　
昭
和
六
一
年
一
二
月
　
東
洋
大
学
・
井
上
円
了
研
究
第
三
部
会
）

　
岩
佐
貫
三
　
「
井
上
円
了
の
「
純
正
哲
学
」
研
究
覚
書
　
陰
陽
篇
（
そ
の
二
）
」
（
『
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
　
六
号
　
昭
和

　
　
　
　
　
　
六
二
年
七
月
　
中
央
学
術
研
究
所
）

　
森
　
章
　
司
　
「
井
上
円
了
と
真
宗
大
谷
派
教
団
』
（
『
東
洋
学
研
究
』
第
二
二
号
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第
一
部
会
代
表
者
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